





















中心として-｣　 は､近年'画期に関する様々な議論がある九〜十世紀を検討の範囲とし､｢外来品｣としての　｢唐物｣　のひとつである香料を検討対象として､そ モノの持つ　｢外部｣性 それ 消費する意義を｢物語史料｣　(『源氏物語』)　を意識的に考慮して考察し､その際'こ まで充分に検討されることのなかった当該期の　｢唐物｣　の意義｢東アジア｣情勢　(唐滅亡以降の呉越国･占城二二仏斉の
状況を中心に)　の連動性に留意すべきことを指摘した｡して'｢唐物｣が様々なヒトによって運ばれ､様々な｢地域｣　で､様々なヒーによって政治･社会･経済･文化というあらゆる面で利用･使用 を､香料 題材として確認 た｡そして､｢唐物｣として 香料 注目するこ によって'｢東アジア｣=｢日中韓｣という枠組みだけに収まらないことを意識的に追究した｡
第四章｢動物の贈答-日本古代対外関係史研究の一約
-｣　では､｢東アジア｣　の国際関係において'諸史料に動物名とともに明記されることの多い動 の贈答につい 取り上げる｡動物 贈答品とし 人間以外で唯一動く存在であり'ヒーの視覚(容姿･動き)'聴覚(鳴き声)､喚覚(体
臭･排継物など)　及び場合によっては味覚に訴える可能性が高いものである｡日本列島 流入する｢外来｣　の動物は､従来､｢唐物｣と同類に扱われるが､ここで 動物が持つ特質を見出した上 ､平安期を中心に'六〜一二世紀の国際関係における贈答品としての動物-｢外来｣　の動物としての鵜鵡と孔雀を中心に-の意義を検討する｡鶴鵡は｢能言鳥｣としての特徴 持ち'王が傍らに置かなければならない状況を作り出す贈答品であり'孔雀は尾羽の美しさを持つ鳥とし 特徴を持ち'仁和寺を中心とした｢孔雀王経｣との関わりで効果を発揮する贈答品であることが明らかになると同時に､単なる愛玩品ではなく'極め 政治的･経済的な贈答品であることを検証した｡
終章｢平安期の　｢唐物｣研究と　｢東アジア｣｣　では､第































中心として-｣は､｢外来品｣としての　｢唐物｣　のひとつである香料を検討対象として､そのモノの持つ　｢外部｣性とそれを消費する意義を｢物語史料｣　(『源氏 語』) を使用して検討している｡本章の最大の成果は､これまで充分に検討されることのなかった九〜一〇世紀における｢唐物｣　の意義と　｢束アジア｣情勢　(唐滅亡以降 呉越国･占城･三仏斉 状況を中心に)　の連動性 明らかに た点であろう｡そして'｢唐物｣が多様なヒトと｢地域｣　で'政治･社会･経済･文化等の多領域で利用･使用されるこを明らかにし､｢唐物｣と の香料が ｢東アジア｣=｢日･中･韓｣　の枠組みに収まらないことを鮮明している｡第四章｢動物の贈答-日本古代対外関係史研究の1駒
-｣は'｢東アジア｣　の国際関係において､諸史料 動物名とともに明記されることの多い動物の贈答を検討している｡検討の対象としたのは､孔雀と艶鵡である｡本論の検
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討によれば､日本列島に流入する　｢外来｣　の動物である孔雀や曳鵡は､｢唐物｣と同類に扱われるが､動物が持つ特質に留意してみると､難鵡は　｢能言鳥｣としての特徴を持ち､王が傍らに置かなければならない状況を作り出す贈答品であり､孔雀は尾羽の美しきを持つ鳥としての特徴を持ち､仁和寺を中心と た｢孔雀王経｣との関わりで効果を発揮する贈答品であることが明らかであり'単なる愛玩品ではなく 極めて政治的･経済的 贈答品であることを明らかにしている｡
終章｢平安期の　｢唐物｣研究と｢東アジア｣｣は'まず'
平安期から室町･戦国期までの　｢唐物｣　 関わる史資料を検討し､｢唐物｣が海を経て日本列島 招来され'｢日本｣の人々による働きかけ　(先買･目利きなど)　 よって認識･判別されるモノであ-'それは常に権力者　(天皇･幕府･大名など)　によって掌握･利用され ことを指摘している｡次いで､現代的課題としての　｢東アジア｣という枠組みの捉え方を再考し､｢唐物｣に代表されるモノに視点をおき'検討することで､これまでの固定的な｢東アジア｣世界観を批判的に克服する途を提示している｡それは､各行為者間を紐帯　(要素と要素を結ぶもの)　するものとしてモノを位置付け'その範囲 特定･限定し い-ことによっ 　｢ネットワーク｣ 　｢境界｣を見出してい-方法
あり'日本列島で　｢唐物｣と呼ばれるモノが持つ歴史的意義を問うことで具体的な成果が期待でき と記し､本論文が一貫して追及した　｢唐物｣研究の意義をま めている｡
Ⅱ日本古代の対外関係史は'日中･日朝の関係史として研
究されてきたが､それは､外交史といってよい研究領域あった｡そこでの主たる研究テーマは､例えば､五世紀における倭の五王の対中国外交であったり､七世紀より始まる遣惰便･遣唐使の研究であった し ｡戦後､研究の対象が百済･新羅･高句麗や潮海が加わったが､それらの多くは外交史の範囲を出るも でなかった｡
こうした研究状況が大き-変わる は'一九七〇年代に
入ってからである｡それは以前から指摘されていた東アジアの中で日本を考え 視点が浸透して-る中で､これまの外交史の枠組み 再検討することから生まれてきた国際関係史的観点が漸く視点として定着してきた とを意味する｡
日本古代における国際関係史的観点は､ヒト･モノ･コ

















なように､研究者としての資質は充分 備わっており､今後の研鎌によって､そ 大成が期待できるも と思える｡
以上の点から'審査 あたった三人は一致して､皆川雅
樹氏に博士号(博士･歴史学)　の学位を授与す が妥当であると判定する次第である｡
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